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対馬海峡から山陰沖における物質輸送過程に関する観測研究 

 

水産大学校海洋生産管理学科 滝川哲太郎 

愛媛大学沿岸環境科学研究センター 森本 昭彦 

 

研究目的 

中国大陸の経済発展や地球規模の温暖化現象が，東シナ海の海洋環境に影響を与

えていると考えられる．この東シナ海の水塊は，対馬暖流によって対馬海峡を通過

し，そして日本海へ流入する．これまで，2005 年から対馬海峡を通過する栄養塩類

等の物質輸送量を観測から明らかにし（e.g. 森本ら, 2013, 海と空），日本海南西海

域における栄養塩分布を示してきた（Takikawa et al., 2016, JO）．しかし，日本海

へ流入した後の山陰沖での対馬暖流の平均的な流路については，未解明な部分を残

している（Ito et al., 2014, PIO）．このため，対馬海峡を通過した物質が，どのよう

に分布するか議論するのは難しい現状である．本研究では，対馬海峡から日本海南

西海域において，船舶による物理－化学過程に関する継続的な海洋観測と栄養塩分

析を行い，栄養塩輸送量の経年変動を明らかにするとともに，日本海南西海域にお

ける栄養塩分布とその変動について研究を進めるためのデータを蓄積する． 

 

船舶観測 

対馬海峡から日本海南西海域の対馬暖流域を中心に，水産大学校練習船を用いた

CTD・採水等の海洋観測を実施した．観測期間，使用船舶，観測項目を表 1に示し，

対馬海峡から日本海南西海域にかけての観測点を図 1 に示す．観測海域は，観測目

的から大きく２つに分類される．一つは，日本海に流入する対馬暖流を観測するた

めの対馬海峡横断測線（CL 測線）であり，もう一つは，対馬海峡を通過したあとの

分布を捉えるための日本海南西海域である（山口県水産研究センターの定点と同じ

観測点）． 

CL 測線は，博多－釜山間を結ぶフェリー「ニューかめりあ」の航路である．この

フェリーの船底には acoustic Doppler current profiler (ADCP) が付いており，対馬

暖流のモニタリングが行われている．この ADCP モニタリングによって，このフェ

リー航路上では，1 日 1 回または 2 回といった往復流である潮流成分が既知である



（Takikawa et al., 2003, JO）．そのため，本研究で得られた 1 回の観測結果から，

潮流成分を除去し，東シナ海から日本海に流入する平均的な対馬暖流の流量や物質

輸送量を見積もることができる． 

日本海南西海域では，愛媛大学沿岸環境科学研究センターの遠距離海洋レーダに

よる表層流のモニタリングが行われている．将来的には，このレーダ表層流と船舶

観測結果を組み合わせ，日本海南西海域における栄養塩分布やその輸送過程につい

て研究を進めることが可能となる． 

 

栄養塩分析結果 

2014 年から 2015 年の航海で得られた一部のサンプルを用い，栄養塩類の分析を

行った．この分析には，愛媛大学沿岸環境科学研究センター所有のオートアナライ

ザーを使用した．分析項目は，硝酸塩＋亜硝酸塩（NO3+NO2），亜硝酸塩（NO2），

ケイ酸塩（SiO2），リン酸塩（PO4）である． 

ここでは，2014 年の対馬海峡から山陰沖にかけての栄養塩分布の特徴を報告する．

全観測海域において，表層付近の栄養塩類は枯渇していたため，ここでは，深度 50 

m の栄養塩分布について説明する．図 2—4には，50 m 深の栄養塩（DIN：硝酸＋亜

硝酸）の水平分布を示す． 

2014 年 6 月（図 2，T223 & KS-14-09 航海）では，対馬海峡東水道から見島付近

にかけて，DIN 濃度 3.5 µM 以上の水塊が帯状に広がっていた．東水道の中央部

（CL04）からは，DIN 濃度 5.0 µM の水塊が日本海に流入していた．西水道の CL08

では，DIN 濃度が 0.9 µM（東水道の最大値）と低い値を示したが，その隣接する測

点（CL07a）では，DIN 濃度 5.1 µM（西水道の最大値）であった．また，STN13

では，DIN 濃度 4 µM 以上の水塊がパッチ状に分布していた． 

2014 年 8 月（図 3，T225 航海）では，日本海側の STN11’T から対馬海峡に向か

って STN03’まで，DIN 濃度 8 µM 以上の水塊が分布していた．東水道と西水道の

DIN 濃度の最大値は， それぞれ 5.0 µM（CL05）と 9.8 µM（CL07a）であった．

日本海から広がっている高 DIN 水は，西水道の高 DIN 水と連続的に分布しておら

ず，東水道の DIN 濃度よりも 3 µM 以上が高かった． 

2014 年 9～10 月（図 4，T226 航海）では，2 つの海域で，高 DIN 水が北東－南

西方向に帯状に分布していた．一つは，日本沿岸域で DIN 濃度 3 µM 以上の水塊で



あった．もう一つは，東水道中央部（CL04）から北東方向に分布しており，CL04

ではDIN濃度 7.2 µMであったが，日本海に進入するにつれて低栄養となり，STN03’

では DIN 濃度 3.6 µM であった．西水道からも，高 DIN 水（CL08a：8.8 µM）が

流入していた． 
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表 1．船舶観測の期間と項目． 

航海 期間（2016 年） 船舶 観測項目 

K058 4/18— 5/24 耕洋丸 CTD＋採水, 航走 ADCP,  

航走連続表層水温・塩分・クロロフィル測定,  

ノルパックネット 

T238 5/10— 5/25 天鷹丸 CTD＋採水, 航走 ADCP,  

航走連続表層水温・塩分・クロロフィル測定,  

ボンゴネット，トロールネット 

T239  6/15— 6/20 天鷹丸 CTD＋採水, 航走 ADCP,  

航走連続表層水温・塩分・クロロフィル測定,  

GPS 漂流ブイ, ノルパックネット 

T242 9/ 6— 9/11 天鷹丸 CTD＋採水, 航走 ADCP,  

航走連続表層水温・塩分・クロロフィル測定,  

ボンゴネット 
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図 1．航海ごとの対馬海峡から山陰沖の対馬暖流域の観測点図． 

 

図 2．2014 年 6 月 14 日から 6 月 19 日にかけての DIN の水平分布（50 m 深）．栄

養塩類の採水は，水産大学校練習船「天鷹丸」T223 航海，海洋研究開発機構「新

青丸」KS-14-09 航海で行われた． 
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図 3．2014 年 8 月 20 日から 8 月 23 日にかけての DIN の水平分布（50 m 深）．栄

養塩類の採水は，水産大学校練習船「天鷹丸」T225 航海で行われた． 

 

 

図 4．2014 年 9 月 28 日から 10 月 3 日にかけての DIN の水平分布（50 m 深）．栄

養塩類の採水は，水産大学校練習船「天鷹丸」T226 航海で行われた． 
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